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【手続補正書】
【提出日】平成29年5月15日(2017.5.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式（Ｉ）の少なくとも１つの構造要素を含むポリシロキサンであって、



(2) JP 2016-538404 A5 2017.6.29

【化１】

　ここで、
　Ｒ１は、Ｃ１－６アルキルまたはフェニルであり、
　Ｒ２は、Ｃ１－６アルキルであり、
　Ｒ３は、７～２９個の炭素原子を有する、飽和または少なくとも一価不飽和の直鎖また
は分岐の炭化水素部分であり、場合によりヒドロキシで置換され、
　Ｒ４は、－ＣａＨ２ａ－であり、場合により、Ｃ１－６アルキル、Ｃ１－６アルコキシ
、ヒドロキシまたはアミノで置換され、
　Ｒ５は、第四級アンモニウムイオンを形成する環構造中の２個の窒素原子のうちの１個
と結合する、飽和、または、少なくとも一価不飽和、または芳香族の、１～２０個の炭素
原子を有する炭化水素部分であり、場合により、Ｓ、ＯおよびＮから選択されるヘテロ原
子を含み、場合により置換され、
　ａは、２または３であり、および、
　Ｘ－は、有機または無機アニオンである、
ポリシロキサン。
【請求項２】
　請求項１に記載のポリシロキサンであって、
　Ｒ１は、Ｃ１－６アルキルである、
ポリシロキサン。
【請求項３】
　請求項１に記載のポリシロキサンであって、
　Ｒ２は、－（ＣＨ２）３－または－ＣＨ２－ＣＨＣＨ３－ＣＨ２－である、
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ポリシロキサン。
【請求項４】
　請求項１に記載のポリシロキサンであって、
　Ｒ３は、脂肪酸の飽和または少なくとも一価不飽和の炭化水素部分である、
ポリシロキサン。
【請求項５】
　請求項１に記載のポリシロキサンであって、
　Ｒ４は、－ＣＨ２－ＣＨ２－または－（ＣＨ２）３－である、
ポリシロキサン。
【請求項６】
　請求項１から５のいずれかに記載のポリシロキサンであって、
　Ｒ５は、Ｃ１－６アルキルである、
ポリシロキサン。
【請求項７】
　請求項１に記載のポリシロキサンであって、
　式（ＩＩ）の少なくとも１つの構造要素をさらに含み、
【化２】

　Ｒ６は、Ｃ１－１０アルキルまたはフェニルである、
ポリシロキサン。
【請求項８】
　請求項１に記載のポリシロキサンであって、
　式（ＩＩＩ）の少なくとも１つの構造要素をさらに含み、
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【化３】

　Ｒ７は、Ｃ２－６アルキルまたはＣ３－６アルケニルである、
ポリシロキサン。
【請求項９】
　請求項１に記載のポリシロキサンであって、
　前記ポリシロキサン中のケイ素原子がＲ’３ＳｉＯ－で終わり、前記ポリシロキサンの
酸素原子が－ＳｉＲ’３で終わることをさらに含み、ここで、Ｒ’は互いに独立に、Ｃ１

－１６アルキル、Ｃ１－１６アルコキシまたは－ＯＨである、
ポリシロキサン。
【請求項１０】
　請求項１に記載のポリシロキサン、および、水および／または有機溶媒を含む、
製剤。
【請求項１１】
　請求項１に記載のポリシロキサンを生産する方法であって、以下のステップ：
　（ｉ）式（ＩＶ）の少なくとも１つの構造要素を含むポリシロキサンを提供するステッ
プ、
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【化４】

　（ｉｉ）ステップ（ｉ）による前記ポリシロキサン中の式（ＩＶ）の前記構造要素を、
Ｒ３－ＣＯＯＨおよび場合により、
【化５】

　および／または、
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【化６】

　と反応させ、
　式（Ｖ）および場合により（ＶＩ）の構造要素を形成するステップ、
【化７】

　および、
　（ｉｉｉ）前記窒素原子の少なくとも一部を四級化するステップ、
　を含む、
方法。
【請求項１２】
　織物を仕上げるために、または、対象物を疎水化するために、請求項１に記載のポリシ
ロキサンを使用する方法であって、
　前記織物または対象物の表面を前記ポリシロキサンでコーティングするステップ、また
は、前記ポリシロキサンを添加剤として前記織物または対象物に添加するステップ、を含
む、
方法。
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